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あらまし：論証においては，言語的には形式が整っている場合でも，仮説推論や誤謬推論のように非妥当

な推論となっていることがある．妥当な推論である演繹推論と，これらの非妥当推論を判別し，さらにそ

の理由を説明できることは，論理的思考において重要な能力といえる．本研究では，演繹的三角ロジック

モデルを用いて演繹推論，仮説推論，形式的誤謬の判別能力向上を指向した演習環境の設計開発を行う． 
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1. はじめに 

近年，教科や領域を問わない論理的思考が重要視

されている（1）．論理的思考の学習支援の一つとして，

論理構造を可視化したものである Toulmin モデルを

簡略化した三角ロジックモデルを用いた「三角ロジ

ック組立演習システム」が設計・開発されている（2）．

この演習システムは，三角ロジックモデルに「オー

プン情報構造アプローチ」（3）を適用し，論理構造の

組み立てを演習課題として取り組むものになってお

り，実験的利用によって論理的思考力の促進を示唆

する結果を得ている． 

論理的推論として広く認められている三つの推論
（4）のうち，演繹推論と仮説推論は同一の構成要素を

持ち，三角ロジックモデルで表現可能である．演繹

推論は予め与えられている命題（以下では所与命題）

が真であれば，推論によって導出される命題（以下

では導出命題）は真となるという論理的妥当性を満

たすが，仮説推論の導出命題は所与命題が真であっ

ても真となるとは限らず，論理的妥当性を満たさな

い．先行研究において，高専生，大学生の推論の妥

当性判定能力の調査を行った結果，学習者は推論形

式ではなく命題の意味の真偽で論理的妥当性を判断

していることが示唆されている．（5）また，論理的妥

当性を満たさない推論の中には論理形式に明らかな

間違いがある形式的誤謬が存在する．これらの性質

を理解することは論理的思考力の育成において重要

であると考えられる． 

本研究では，三角ロジック組立演習システムを拡

張して演繹推論だけでなく，仮説推論，形式的誤謬

についての理解を支援する演習環境の設計開発を行

う． 

 

2. 推論の誤り 

推論には，様々な場合で誤りが生じる．その中で

特に気づきにくいと考えられる誤りが妥当性判断の

誤りと誤謬である．妥当性判断の誤りは，演繹推論

と仮説推論の区別ができていないことと言える．区

別が行えない場合，非妥当な仮説を必ず正しいかの

ように扱ってしまうなどの恐れがある．高専生，大

学生を対象として実施した推論の妥当性判定力調査

においても，十分に妥当性判定が行えていない結果

が示唆されている（5）．また，誤謬とは論理構造が間

違っており，論証が全体として非妥当になっている

ことである．論理的構造を持っているものの，その

構造中に論理形式として明らかな誤りが生じている

ものを形式的誤謬と言う．形式的誤謬は論理式で表

現可能である． 

 

3. 演繹的三角ロジックと言語的三角ロジッ

ク 

一般的に用いられている三角ロジックは，言語的

な立論構造としての論理性は持つとされているもの

の，推論としての妥当性を満たすことは保証してい

なかった．これに対して本研究で用いている三角ロ

ジックは，演繹推論として論理計算可能である要件

を満たすために，「根拠」，「論拠」，「結論」を構成要

素とした，modus ponens（根拠 P，論拠 P→Q，結論

Q），multiple modus ponens（根拠 P→Q，論拠 Q→R，

結論 P→R）の論理構造のみを取り扱っており，これ

を演繹的三角ロジックと呼ぶ（一般的な三角ロジッ

クは，言語的三角ロジックと呼ぶ）．この演繹的三角

ロジック上では，所与命題と導出命題の三角ロジッ

ク上の配置によって演繹推論だけでなく，仮説推論

も表現できる．根拠と論拠が所与命題で導出命題が

結論であれば演繹推論であるが，導出命題が根拠で

あれば「根拠推論」，論拠であれば「論拠推論」とな
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る．根拠推論と論拠推論も推論の結果としての論理

構造は演繹構造と一致するものの，推論自体は妥当

性が保証されない仮説推論となる． 

本研究で注目しているのは，言語的三角ロジック

が一種類の推論しか表現しないのに対して，演繹的

三角ロジックが三種類の推論を表現しうることであ

る．つまり，言語的立論では同じ推論に見えても，

形式的推論としては三種類の可能性があることを意

味する．本演習は，この三種類の推論を判別できる

能力を育成することを目指したものとなる． 

 

4. 三角ロジックの拡張で表現可能な演習 

三角ロジックの拡張によって，本研究では科学的

な推論として論理的に妥当な演繹推論と，非妥当な

仮説推論（根拠推論，論拠推論）を表現可能である．

また，非科学的な推論としての形式的誤謬のうち，

誤謬変換（逆・裏）を行って演繹推論を行ったもの

が表現可能である．現行の三角ロジック演習システ

ムは，部品から演繹的三角ロジックを組立てる過程

のみを演習化しており，言語的立論を扱っていなか

った．したがって，推論を直接的には取り扱ってい

なかったといえる．そこで本研究では，言語的立論

をまず与え，その立論からの命題の抽出と，所与命

題・導出命題の判定を行わせる（図１）．これにより，

言語的立論の構造を明らかにしたことになる．所与・

導出命題が区別されていることによって演繹の論理

構造を持った演繹推論と，仮説推論としての根拠推

論，論拠推論が表現可能になる（図 2）． 

また本演習では，命題に逆・裏・対偶の変形を適

用することで形式的誤謬推論を表現することが可能

になる．命題に逆または裏変形を行って三角ロジッ

ク組み立てを行った際に，誤謬変形を行ったことと

して扱う．図 3 は論拠に逆命題変換を適用すること

で演繹構造を生成できる例となっている．図 2，図 3

では同じ命題を用いているが，所与・導出命題の区

別と命題変形によって各推論の表現を可能にしてい

る．命題が無変形または対偶変形で三角ロジック組

み立てを行ったとき，導出命題が結論なら演繹推論，

根拠・論拠なら仮説推論（根拠推論，論拠推論）と

なる．  

本演習で言語的立論から命題を作成し，三角ロジ

ックで演繹推論，仮説推論，誤謬推論の組み立てを

行うことによって非妥当推論への理解が促されると

考えられる． 

 
図 1 所与命題，導出命題のラベル付け 

 

 
図 2 仮説推論（根拠推論）の三角ロジック 

 

 
図 3 誤謬の三角ロジック 

 

5. まとめ 

本研究では，仮説推論，形式的誤謬の理解を指向

した三角ロジック演習の設計を行った．現在，実験

的利用に向けて演習形式の考案，システムの開発中

である．今後の課題として，システムの完成，実験

的利用および学習効果の検証などが挙げられる． 
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